






































最終試験は 8月 18日に行われた。まず、合同セミナーへの出席回数が 60時間を超えていること
を確認した。そして、学術論文が 4編あり、そのうち 2編が第一著者として公表済みであることを
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日本物流学会誌，No.21，pp. 151-158，2013 
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計に関する研究, 日本物流学会誌，No.22，pp. 197-204，2014 
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 以上のことから、学生について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
